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約
3
割
の
大
学
が

「
英
語
に
よ
る
授
業」

事』｛
何・
フ

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
に
は
英
語
力
に
加

え、
外
国
人
と
英
語
で
議
論
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
な
ど
も
求
め
ら

れ
ま
す。
最
近 、
こ
れ
ま
で
日
本
語
で

行
わ
れ
て
き
た

教
養
科
目
や
専
門
科
目

を、
英
語
で

教
え

る
大
学
や
学
部
が
増

え
て
き
ま
し
た。
中
に
は 、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

図表5 I英語によ る 授業j を 行 う
大 学 の状況（ 学 部）

出典 文部科学省f大学における教育内容等の改革状況

についてjより

来「英語による授業jとは、 日本語を併用するもの及び

英語教育を主たる自的とするものは含まない。

100 
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。 2005年度06年度 07年度 08年度 09年度

（校）
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妙高り英語力と
コミュニケーション力を養成

図表6「英語によ る 授業J の み で
卒業で き る学 部（09 年 度）

目
的
に、
少
人
数
制
で
授
業
を
進
め
た

り 、
プaVM
ゼ
ン
デ
1

シ
ヨ
ン
な
ど
発
表

の
機
会
を
多
く

設
け
た
り
す
る

大
学
も

あ
り
ま
す 。

文
部
科
学
省
に
よ

る
と
「
英
語
に
よ

る
授
業」
を
行
っ
て
い
る

大
学
（学
部）

は 、
2

0
0
9

年
度

で
1

9
4

大
学
で

す。
こ
れ
は
全
大
学
の
約
幻
%
を
占
め 、

白
年

度
（1
7
6

大
学）
か
ら
同
校
増

加
し
ま
し
た
（
図
表
5

参
照） 。
さ
ら
に、

英
語
に
よ
る
授
業
だ
け
を
履
修
し
て
卒

業ず
き
る

大
学
（ω
年
度）

は 、
8

大

学
9

学
部
あ
り
ま
す
（
図
表
6
参
照） 。

一
般
的
に

大
学
の
英
語
の
授
業
数
は 、

1
週

間
に
数
コ
マ
で
あ
る
こ
と
が
多
く 、

国際教養大学国際教養学部（秋田・公立）

上智大学園際教養学部（東京・私立）

多摩大学グローバルスタティーズ学部（東京、神奈川・私立）

東京基督教大学神学部（千葉・私立）

法政大学グローバル教養学部（東京・私立）

早稲田大学国際教養学部（東京・干ム立）

アジア太平洋学部
立命館アジア太平洋大学 、（大分・私立）国際経営学部

出典．文部科学省「大学における教育内容等の改革状況についてjより

国際教養学部（宮崎・私立）宮崎国際大学

高
い
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を

身
に
付
け
る
に
は 、
授
業
の
ほ
か
に
相

当
な
自
習
が
必
要
と
な
り
ま
す。
大
学

時
代
に
使

え
る
英
語
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば 、
「
英
語

を
学
ぶ」
だ
け
で
な
く 、
「
英
語
で
学

べ
る」

大
学
に
進
学
す
る
の
も
1
つ

の

方
法
で
す。

た
だ 、
そ
の

よ
う
な

大
学
の
中
に
は 、

海
外
か
ら

の
留
学
生
を
呼
び
込
む
こ
と

を
目
的
に
設
置
し
て
い
る

大
学
も
あ
り

ま
す。
英
語
力
が
高
く
な
い
日
本
人
学

生
が
学
ぶ
た
め
に
は 、
ど
ん
な
サ
ポ

ー

ト
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う。
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め
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保
護
者
世
代
な
ら
ば 、
グ
ロ
ー

バ
ル

教
育
を
進
め
る

大
学
で
頭
に
思
い
浮
か

ぶ
の
は、
東
京
外
国
語
大
学
や
上
智
大

学、
国
際
基
督

教
大
学
（
I
C
U）
な

ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。
外
国
語

教

育
を
専
門
と
し
た
り、

留
学
生
や
外
国

人
教

員
の
比
率
が
高
か
っ
た
り
す
る

大

学
で
す。
確
か
に
そ
れら
の
大
学
は
長

年、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
あ
τ
お
り、
今
で
も
高
い
人
気

F時

走
誇
つ
だ
い
る
犬
学
で
す。

－
方 、
F0
0
0

年
以
降
に
開
学
し

た
P

新
興
大
学d
に
も、
特
徴
あ
る

教

糖、－F聞

育
で
注
目
を
集
め
品、
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す一
中
で
も
個
際

教
養大
学
（A

I
u
f秋
田
県
秋
田
市）
と
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
（A
P
U、

大
分
県

別
府
市）
は、
高
校
関
係
者
や
企
業
な

ど
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

大
学
で
す。

両
大
学
に
共
通
す
る
の
は、
グ
ロ
ー

バ

ル
人
材
に
必
要
な
「
高
い
英
語
力」
や

「異
文
化
理
解
力」
な
ど
が
身
に
付
く

よ
う
な

教
育
環
境
に
あ
り
ま
す。

仏曹
英
語
力
を
身
に
付
け
な
い
と

卒
業
で
き
な
い
仕
組
み

A
I
U
で
は
外
国
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
に、

全
て
の
授
業
が
英
語
で
行
わ
れ
ま
す

（留
学
生
対
象
の
日
本
語
科
目
は
除
く） 。

新
入生
は
ま
ず 、
英
語
で
学
ぶ
た
め
の

英
語
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
「
英
語

集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
E
A
P）」
を
履
修。

E
A
P
を
通
し
て
T
O
E
F
L
5
0
0

点
以
上
に
達
し
な
い
と 、
一
般

教
養
科

目
で
あ
る
「
基
盤

教
育」
を
履
修
で
き

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す。

一
方 、
A
P
U
で
は
全
科
目
の
約
8

割
は、
同
じ
内
容
を
日
本
語
と
英
語
で

実
施 。
ま
た
日
本
人
学
生
は
卒
業
要
件

1
2
4
単
位
の
う
ち 、
英
語
に
よ
る

教

養
・

専
門
科
目
を
却
単
位
以
上
取
得
す

る
こ
と
が
義
務
で
す。
英
語
に
よ
る
科

目
を
受
講
す
る
に
は、
T
O
E
F
L

5
0
0
点
相
当
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず 、
英
語
力
を
身
に
付
け
な
い
と
履

修
で
き
ず 、
卒
業
で
き
ま
せ
ん。
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2つの大学の「授業Jや［言語教育j「留学や留学支援J

「学生寮j「学費jなどについて比較してみました。

それぞれの特徴がみえてきます。

川A I UとA p Uを徹底比較！

開講科目の約8審jを日英
荷言語で開講しており、 日

本入学生は卒業要件124
単位のうち、 英語による教

養・専門科目を20単位
以上修得することが義務

国際学生 （留学生）と圏
内学生（ 日本人学生）の教
え合い、 学び合うシステム

異文化体験学習、 海外言
語研修、 交換留学、 プイー
ノレドスタ究ィなど

中国語、韓国語、マレー語・

インドネシア語、 スペイン

語、 タイ語、 ベトナム語を

学べる

約1310人が収容可能。

個室932室、 シェフりレーム
189室

授業料は「固定授業料（68
万4000円）＋単位授業料

(1単位＝2万500円）J
のため、 取得単位数により
異なる。
〈例えば「30単位履修j

の場合） 68万4000円＋

61万5000 円 （2 万500

円×30単位） = 129万
9000円

留
学
や
学
内
生
活
で

海
外
の
文
化
な
ど
を
理
解

異
文

化
理

解
と
い
う
点
で
は、
A
I

U
は
海
外
の
大
学
へ

1
年

間
の
留
学
が

必
修

で
す。
し
か
も
現
地

大
学
の
正

規

の
授
業
を
履

修
し 、
m

i
m

単
位
を
取

得
す
る
こ
と
を
促
し
て
お
り、

高
い
語

学
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力、
異

文
化

理
解

力
な
ど
が
身
に
付
き
ま
す。

A
P
U
は
留
学
が
義

務
で
は

な
い
も

の
の 、
学
生
の
約
4
割
を
約

加
カ

国
・

地
域
から
の
留
学
生
が
占

め
て
い
る
た

め、
日
常

的
に
多
文
化
・
多
言

語
環

境

に
身
を
置
き
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
可
能

で
す。

ま
た、
目
的
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま

な
留
学
・

海
外
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供。
学
生
に、
在
学
中
に
一度
は
海
外

で
学
ぶ
こ
と
を
勧

め
て
い
ま
す。

今
回、

A
I
U
の
中
嶋
嶺
雄

学
長
と

A
P
U
の
本

間
政

雄
副
学
長
に

大
学
の

特
徴

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
（錦、
州四

ペ
ー

ジ
に
掲
載）。

口
を
揃

え
た
の
は
「日

本
人

学
生
で
あ
っ
て
も
世
界

に
目
が
向

い
て
い
る」
と
い
う

こ
と。
学
生

生
活

を
通

じ
て
世
界

を
身
近
に
感

じ
る
こ
と

で、
自

然
に
海
外
に
も
関
心

を
持

つ
よ

う
に

な
る

そ
う
で

す。
企
業
な
ど
から

評
価

を
受
け
て
い
る
理
由

は、
学
生
が

そ
ん
な
が能
力
グ
を
身
に
付
け
て
い
る

から
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か。

国際教養大学（AIU) 立命館アジア太平洋大学（APU)

秋田県秋田市 所在地 大分県別府市

2004年4月 関学 2000年4月

学部
アジア太平洋学部（AP S)

国際教養学部
国際経営学部（APM)

834人 学生数 5427人

(12�4円現在．正親留学生吉む、空換留学生除〈） （学部） (12年5月現在．短期留学生除く）

0正規留学生＝18カ国・地域から36人 海外からの 59カ国・地域から2267人
(12�4月現在） 留学生数 (12隼5月理主．在留責措が［留学Jである学生のみ．

0交換留学生＝19カ国・地域から114人（伺） （学部） 短期留学生は17カ園地域から64人）

1 0全てを英語で …語で 考える綬業 0年2回の入学制度（4、9月）やセメス安一
01 ウラスあたり 15人程度の少人 数制 (2学期）創とクオ一世一（4学期）制の併
0教員の一方的な講義で はなく、学生 周により自由度の高い学習スケジュール ［ 

の発言を引き出す授業 綬業の特徴 0日英二言語教育
0累積評 価平均値（Grade Point 0教員の約半数が外国籍

Average: GPA） による 成績評価 0協調学習システム（ピアシステム） ，ー一一
0教員の約半数が外国籍 0現地参加型学習「アクティブ・ラーニングj － 

0入学後、「 英語で学ぷj ための英語力
※日本人学生の場合

0入学時の英語レベルに応 じて「ス空ン
を身に付けるため、「英語集中プログ

ダードjと「アドバンス卜jの能力別ク
ラム（EAP) Jを必ず受鵠

ラスに分かれ、 1、 2回生の聞に、 英語
0学生の力に合わせた レベル分け

言語教育 で授業を受けられるレベルを目指す
0自 らの目標に向かつて努力する「自 主

03、4回生時には、英語開講ウラスを受
言語学習j

講。［英語を学ぶJからI英語で学ぶjへ
0母 語と英語に加 え、 第 2外国 語を学

0 6つのアジア太平洋言語を学ぶこ と ←
ぶ ［三言語主義j

が 可能

0 1年間の海外留学が義務 。留学には
0 海 外協定大 学・研究機関数 は約

TOEFL550以上、GPA成績2.50以
400、交換留学先は世界38カ国・地上が要件
域の1 14校から選べる

0海外提携大学数は38カ国・地域130 留学や
O短期間の異文化体験学習から海外大

大学（12年4月現在） 留学支援
学との共同学位プログラム （2年間留

0国際教養 大学に授業料を納めること
学）まで、多彩なプログラムを提供

で 、留学先大学の綬業料は免除
O国際通用性のある単位互換制度を採用

0海外で取得 した単位も認定

0入学後1 年間の寮生活が義務 0学内に寮rAPハウス1、2Jを完備。留

学生は入学から1年間入居、日本人学
0留学生との共同生活

生は希望者が入居できる
01 年間の 寮生活を経験 したレ ジデン 学生寮

0学生ス＇：J-:Jフのレ ジテ2ン 卜 ・アシス 空ン
卜・アシ ス空ン ト （ R A） が 共に 生活 卜 （RA） が 各フロアに常駐、 生活面
し、新入生を サポー ト

のあらゆるサポー トを行 う

0入学金＝県内学生 28万2000円、
学費 0入学金＝1 3万円

県外学生42万3000円
（入学輩、年間掴量制｝ Of票準授業料（年間）＝約132万円一一

0 授業料（年間） =69万6000円

学内にある言語異文化学 ｜
習センター（LDIC） で自 ｜
分で興味のある言語を決 ｜
めて学べる 止ー「
第2外国 語には中国語、 ｜
緯国語、 モンゴル語、 ロシ トーー
ア語、 フランス語、 スベイ l
ン語がある 」
留学は2年次の冬から3 卜一一

年次の秋にかけてスタート I
するケ←スが多い 」

46 



隠語ク噂ローバノレ時代の 大 学教育

先輩の本音！
大学を選んだ理由は？

質問！

Q.l なぜ今の大学を
選びましたか？

Q.2 入学して分かった
大学の魅力は？Al UとAPUに通う学生は、 とんな理由で今の大学を選び、

入学後にはどんなことを感じて過ごしているのでしょうか。

入学理由と大学の魅力について、 各校5人すつコメン卜してもらいました。

［国際教養大 学 （A I U)] 

一逼遡．‘ヨ？冠 I A.I オ一プンキヤンパスで出会つた学生の顔が生き ｜
’－圃‘戸努〈 生きしてし、たのが、 番の決め手でした＠ それぞれの l
型�ラ ． 、 1 I 学生が目標を達成するために努力する姿は、 高校生の ｜：亙 Z緬 I 酬ことつてとても刺激的で魅力があDました

｜ ， 積優性です。 目的意識や問題意識が高〈、演屋緩太さん ｜ 
2009 'F入学 ｜ 「自分は何ができるのか、 実現するにはどうすればい 1

いかjを考え、 実際に行動する人がいることです。 そ！

のような環境があることは素晴らしいと感じますO I 

2009年入学

A.I 理由は2つあります。 1つ目は大学の選択肢の

多さです。 授業選択や自分の進路を選ぷにもたくさん

の選択肢があります。 2つ目は、 やはり必修である1

年間の留学経験でした。

A.2 乗り経えなければならない大きな“壁”があ

ることです。 英 語集中プログラムや留学に必要な

TOEFLの点数の獲得などがあり、 目標に向かつて全 ! 

L 力で取り組んでいることを日々感じることができますぺ

［立命館アジア太平洋大学 （APU)]

I A.I l' 'Yトホ一 気tこtまl汁f…少 みん陣家族のように仲が良いです。 授業は少人数のため、 先 ! •:m園
生に気軽に質問や意見を言えるのも魅力でした。 I ・・a・・・園出
A.2 一生大切にできる仲間に出会えること。 1年目 鈴木愛梨さん
は寮生活が義務であり、 2年目以降も学内アパートゃ I 2010年入学

I 
大学の近くに住む人がほとんどなので、 すぐ会うこと I ができ、 家族のように親しくなることができます。 ／ 

ノ

A.1 日常生活の中で英語やその他の言語を学ぷ機会

が多く、 また環境学や開発学など僕が学びたい学問も

あり、「僕にとっては一石二鳥の学校だ！ Jと思って

選びました。

A.2 比較的新しい大学なので、 学生の意見を柔軟に

取り入れてくれるところです。「自分から行動を起こ

せば、 もっと素晴らしい大学にできるjと、 常に向上亡竺三大学生活出ことができか討

A.I 高校生の時にアメリ力へ留学しました。 大学で

は英語です臨強をして、 英語で生活をすることができる

環境を望んでいました。 また、 勉強以外の活動も積懐

的に取り組みたかったため、 本学を選びました。

A.2 世界中から集まった留学生などは魅力的な人が

多いです。 文化が異なるため、 考え方や発想など刺激

を受けています。 キャンパスが向上心を常に忘れない

環境であることも魅力です。

杉田大樹さん
アジア太平洋学部
2回生

� …制の留学生

べjレまで｛申ばしたかつたロ ②遊ぷところがほとんどな

い秋田で、 勉強に打ち込みたかった。 ③大多数の日本

人学生が同じようなキャンパスライフを送る既存の大

｜ 学より、 面白い大学生活を送れると思ったからです。

I A.2 全国や世界各国から来た学生たちと日々交流すl ること山お互いの批判醐観を共有し、 国際

理解を深められます。
＼ 

一

haa－－EE－－
ん

－h－－－－－－－－－－－－－－－－・々。

・・闇1岨．
美樹

・・開制問岡友間

aaE・
2直

一III－；i・河川坂邸調

A.I 直感です1 きっかけは高校生の時に参加した

オープンキャンパスでした。 学生が主体的に行ってお

り、 一人ひとりの学生が、 大学に対して誇りを持って

いるのがよく分かり、 魅力を感じました。

A.2 国際色豊かな大学であるということです。 留学

生などが住む学生寮で、 私は寮生のサポートをしてい

ます。 毎日が新しい発見と出会いでも溢れており、 世界

中の人と家族のような鮮を深めることができますi

一 一

矢野圭訪さん
2011年入学

A.I 「世界を見たいJという理由からです。 母国イ

ンドネシアの理系大学にも受かっていたのですが、 先

輩が紹介してくれた本学へ入学を決めました。

A.2 f自分jというアイデンティティ が分かるよ

うになること。「小さな世界Jである本学では、 さま

ざまな国の人と一緒に生活する中で、 大きな世界のこ

とだ付ではなく、 小さな自分のことももっと分かるよ

うになります。 これは素晴らしいことだと思います。

�！ •• 

Adhika 
Surya P.さん
アジア太平洋学部
3回生
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＜� A.I枠生の

本人記者のイ土事に輿昧がありました。 本学は言語教育

I に力を入れており、 多文化な環績が魅力的で、 私の将

！ 来につながるのではないかと考えたからです。

I A2 学問外国人と接する機会が多いれ日常

的に英語でコミュニケーションがとれるようになった

！ ことや、 授業やゼミのときに、 日本人にはない外国人

l 的思考や発想に触れられる点です。
＼ 

野辺幹蔵さん
アジア太平洋学部
3回生
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国際教養大学
中嶋嶺雄理事長・学長
1936年生まれ匂 東京外国語大学を卒業し、65年

に東京大学大学院を修了。 専門は国際社会学。
95～2001年に東京外大の学長を務めた後、 04

年の国際教養大学の関学当初から現職
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欧
米
の
大
学
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じ
成
績
評
価

方
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な
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が
あ
り

ま
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開
学
から
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年
目
と
歴
史
は
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い
で
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高
校

の
先生
や
企
業
の
方
から
高
い
評
価
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て
い
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の
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教
養

教
育
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英
語
コ
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ケ
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シ
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力
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強
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界

で
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で
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る
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な
る
に
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教
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と
英
語
力
は
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か
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な
い
た
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底
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ば
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ま
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教
養
と
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に
多
く

の
知
識
を
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と
で
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な
く 、

人
生
や
哲
学
な
ど
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の
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を
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て
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グ

知
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土
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を
持

つ
こ
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で
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多
く

の

日
本
の
大
学
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9
9
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年
の
大
学
設

置
基
準
の
「

大
綱
化」
で、

教
養
よ
り

専
門
分
野
の

教
育
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重
視
す
る
よ
う
に
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り

ま
し
た。
し
か
し、
世
界

的
に
学

部
教

育
の
中
心

は
教

養
で
す
し、
幅
広

く
身
に
付
け
る
こ
と
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速
に
変
化

す
る
国
際
社
会
へ
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り

ま
す。

1
年
間
の
海
外
留
学
が
義
務

苦
学
を
通
じ
て
大
き
く
成
長

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
中
で、
学
生
が

最
も

大
き
く

成
長
す
る
の
は

1
年

間
の

海
外
留
学
で
す
ね 。
入
学
2、
3

年
目

を
め
ど
に
全
員
が
海
外
の
提
携
大
学
で

学
び
ま
す。
し
か
も
単
な
る
語
学
留
学

で
は
な
く 、

留
学
先
で
正
規

授
業
を
履

修
し、
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i
初
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位
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取
得
す
る
こ
と

を
促
し
て
い
ま
す。
海
外
で
単
位
を
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る
に
は 、
語
学
力
の
ハ

ン
デ
ィ
は
言

い

訳
に
な
ら
ず 、
現
地

の
学
生
以
上
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勉

強
す
る
こ
と
が
求
めら
れ
ま
す。
こ
れ

は
か
な
り

鍛
え

ら
れ
ま
す
ね 。

帰
国
後 、
学
生
は
し
っ
か
り

自
己
主

張
で
き
る
よ
う
に
な
り、

視
点
が
グ

ロ
l

パ
ル
に
な
り

ま
す。
世
界

的
な
貧

困
や
人
権 、
宗

教、
環
境
な
ど

の
問
題

に
対
し
て
真
剣
に
考
え

る
よ
う
に
成
長

し
ま
す。
さ
ら
に
日
本
の
良
さ、
特
に

日
本
製
品
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識

す
る
学
生
が
多
い
で
す。
就
職
活
動
で

は 、
語
学
力
を
生
か
せ
る
商
社
な
ど
よ

り、
メ
ー
カ
ー

へ
の
希
望
者
が
多
い
の

も
そ
の
影
響
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

課
題
は
近
年
偏
差
値
が
上
が
っ
て
き

た
こ
と 。
受
験
勉
強
だ
け
を
や
っ
て
き

た
「
も
や
し
つ
子」
の
よ
う
な
学
生
が

増
え

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す。
タ

フ
な
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
養
成
す
る
た

め
に、
多
様
な
入
試
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す。
世
界

的
な
リ
ベ
ラ
ル

ア
1

ツ
カ

レ
ッ
ジ
を
創
り
た
い
で
す
ね 。

「いつでも勉強できる場を提供したいJという思いから、 大

学の図書館は24時間・365日開館する
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